
令和５年度 産業廃棄物適正処理に関する環境教育業務 第１回環境学習実施結果 

日時：令和５年 8 月 13 日（日）10：00～11：30 

場所：うるま市州崎海岸 肝高（きむたか）公園周辺 

スタッフ：うるま市水と緑を考える会 ４名

㈱沖縄環境経済研究所 ３名 

参加者：３８名（小学生１２名含む） 

体験学習等の内容 

１．ごみ問題の話 10：15～10：25 

ごみ問題の話について、パネルを用いた形式で説明した。 

２．海岸清掃 10：25～11：30 

「もやせるごみ」「もえないごみ」にリサイクル袋を分け、公園周辺の海岸のごみの回収を行った。 

ごみ回収にあたり「産業廃棄物」にあたる漁具などは回収の対象から外した。 

添付資料３ 
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出典：
⽇本野⿃の会
「海洋プラス
チックごみにつ
いて考えよう」

別添：紙芝居内容
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今 世界中の海で起きていること

ごみがたくさん溜まっている砂浜や
ウミガメの⾸に何かが挟まっている
アシカの⾸に釣り⽷が絡んでいる
アホウドリがごみに囲まれた巣の中にいる

4



5



これは沖縄のとある離島で去年私が撮影した海岸の写真です。

⾊々なゴミがたくさん砂浜に落ちています。

この灰⾊の砂は皆さんご存じの、軽⽯です。
軽⽯と、たくさんのゴミが砂浜に散乱していました。

ペットボトルや、漁業に使うブイ、発砲スチロールなどが多く⾒られました。

このように、海で問題になっているごみのほとんどが、プラスチックでできたゴミだと⾔われ
ていて、たくさんのプラスチックごみが海に流れてしまっています。
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世界で毎年、
どのくらいの量のプラスチックごみが
海に流れている？

①8万トン
②80万トン
③800万トン
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ここで、突然ですがクイズを出したいと思います。

毎年世界では⼀体どれくらいの量のプラスチックごみが海に流れているでしょうか？

みなさん⼿をあげてくださいね。

①8万トン
②80万トン
③800万トン
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答え

③800万トン

800万トン

≒ジェット機約５万機分

のプラスチックが

新たに毎年海に流入。

出典：WWFジャパンHP
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正解は、
③800万トン でした。

800万トンって、⼀体どのくらいの量なの？と想像しづらいと思いますが、
ジェット機約5万機分の重さのプラスチックごみが、毎年海に流れてしまっているということ
になります。
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プラスチックごみの何が問題かというと、
分解速度が⾮常に遅い
完全に分解されない

ことが問題です。

この表は、プラスチックごみが⼩さく分解されて細かくなる年数を⽰しているんですが、
レジ袋だと20年程度、
ペットボトルだと400年、
釣り⽷にいたっては600年とも⾔われています。

しかも、これはなくなるのではなく、あくまでも⼩さくなる年数です。
プラスチックは紫外線などの劣化により、どんどん細かくなっていき、
5mm以下になったものをマイクロプラスチックと⾔います。
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このように、プラスチックごみが海に漂い続けると、
たくさんの影響があります。

これは保護されたウミガメが、１ヶ⽉ずっと排泄したプラスチックごみです。
（はき出したり、おしりから出したりしていた。）

海の⽣き物にも、たくさんの影響が出ています。

先ほど⾔った、⼩さくなったマイクロプラスチックは、⿂が間違えて⾷べてしまい、
それを私たちが⾷べてしまうことで、私たち⼈間の体の中にも蓄積します。
実際、⼈間の⾝体からマイクロプラスチックが検出もされています。
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プラスチックごみにも、
家庭から出るごみ、仕事関連から出るごみで処理⽅法が違います。

皆さんの家から出るごみは「⼀般廃棄物」と⾔って、皆さんの住んでいる市町村が処理をして
くれます。収集⾞で朝集めに来てくれますよね。
仕事関連、例えば⼯場から⼤量に出るごみや、農業、漁業などから出るごみは
「産業廃棄物」といって、基本的にはごみを出す仕事を⾏っている⼈が責任をもって処理をす
る必要があります。

なので、今回⾊んなごみがあると思いますが、
「家から出たごみ」なのか、「仕事関係のごみ」なのか、これはどっちだろう？と
ちょっと考えながら拾ってみてください。
もし、「ブイ」「漁網」などがあったら、これは産業廃棄物になり、今回は収集できないので、
あとで詳しく説明します。
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産業廃棄物の種類や特徴処理について、
もっと知りたい⼈は、沖縄県の公式ユーチューブチャンネルで、
動画がありますので、是⾮みてみてください。
企業の⼈は社内研修にも使えると思います。
⼀問⼀答形式の確認テストも動画内にあるので、学習に役⽴ててみてください。

それでは、説明を終わります。
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令和５年度 産業廃棄物適正処理に関する環境教育業務 第２回環境学習実施結果 

日時：令和５年 10 月 14 日（土）16：00～17：00 

場所：塩屋区自治会（塩屋公民館） 

うるま市塩屋 472 番地 7 

スタッフ：㈱沖縄環境経済研究所 ３名

参加者：３名 

体験学習等の内容 

１．「沖縄県の産業廃棄物の現状と未来」上映 16：05～16：30 

沖縄県環境整備課政策の動画「沖縄県の産業廃棄物の現状と未来」の第１章、第３章の上映 

２．質疑応答 16：20～16：30 

動画の内容についての質疑応答を行った。質疑応答内容は以下のとおり。 

（質問） 

１．農道沿いに不法投棄とみられるごみがたまっているがどうしたらいいか。 

２．不法投棄のごみが市有地に捨てられている場合はどうしたらいいか 

３．市町村では不法投棄対策で何か対策をしているのか 

４．道路の中央分離帯や街路樹のところに捨てられているごみをよくみかける 

（回答） 

１．不法投棄に関する内容については、まずは役場（うるま市役所不法投棄対策室）に相談すること

を勧める。 

２．不法投棄のごみが市有地に入ってしまった場合、土地の所有者の所有物になる可能性もあるた 

め、役場と相談の後に今後の対応を考えることを勧める。 

３．市町村では防犯カメラやダミーカメラを設置している。一定の効果はあると話を伺っている。 

３．防災の話 16：30～17：00 

気候変動や台風などの防災に関する講習を行い、質疑応答を行った。 

21



別紙-案内文 

広報誌の一部に以下の内容についての広告を掲載した。 

※前原公民館

10/28（日）16～17 時 

に変更となりました
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動画：沖縄県環境整備課 アンケート実施：沖縄環境経済研究所・応用地質共同企業体

本動画では、youtube 動画を通して産業廃棄物に関する基本的な内容を学ぶことができます。動画については、

youtube チャンネル「沖縄県公式チャンネル」にアップロードされています。 

☆動画ＵＲＬ☆

第１章：廃棄物の処理及び清掃に関する法律について

https://www.youtube.com/watch?v=hFacaS8cIPY 

第２章：産業廃棄物の適正処理について

https://www.youtube.com/watch?v=H015tnCwrXU 

第３章：沖縄県の産業廃棄物の現状と課題

https://www.youtube.com/watch?v=aKo8I64LHvs 

第４章：持続可能な循環型社会形成に向けて

https://www.youtube.com/watch?v=yW1r21oeTYI 
動画の内容の一部

※動画視聴後に google フォームでのアン

ケートへのご協力お願いいたします。

URL ：

https://forms.gle/4Ye22hr8r5ec9yZb9 
QR コード 
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動画「沖縄県の産業廃棄物の現状と未来」アンケート調査 

年  月  日 

◎以下の質問について、該当する回答に✔を入れてください。 

１．あなたについて 

Ｑ1：あなたの性別を教えてください。 

□１．男性 □２．女性

Ｑ2：あなたの年齢を教えてください。 

□１．10 代 □２．20 代 □３．30 代 □４．40 代 □５．50 代 □６．60 代

□７．70 代以上 □８．その他（ ）歳 

Ｑ3：おすまいの市町村名を教えてください。 

市町村名（ ） 

Ｑ4：あなたに該当する所属を教えてください。 

□１．一般県民 □２．市町村職員 □３．廃棄物事業者

□４．その他事業者（排出事業者） □５．その他

（ ） 

２．この動画について 

Ｑ５：この講習会をどこで知りましたか？（複数回答可） 

□１．区民便り等の広報誌 □２．知人に聞いた □３．委託事業者のホームページ

□４．その他（ ）

Ｑ６：動画の内容は解りやすかったですか？ 

１．第１章 廃棄物の処理及び清掃に関する法律について 

□１．とても解りやすい □２．解りやすい □３．ふつう □４．難しい □５．とても難しい

２．第３章 沖縄県の産業廃棄物の現状と課題について 

□１．とても解りやすい □２．解りやすい □３．ふつう □４．難しい □５．とても難しい

３．確認テスト及び解説 

□１．とても解りやすい □２．解りやすい □３．ふつう □４．難しい □５．とても難しい

Ｑ７：動画の内容は興味を持てるものでしたか？ 

□１．とても興味が持てた □２．ある程度興味が持てた □３．ふつう

□４．それ程興味が持てなかった □５．全く興味が持てなかった
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Ｑ９：動画の内容で特に印象に残ったことがあれば教えてください。 

３．全体を通して 

Ｑ１０：その他、ご意見・ご要望がありましたらご記入ください。 

ご協力ありがとうございました！ 

Ｑ８：動画の時間配分は適切でしたか？ 

□１．長い □２．やや長い □３．適切 □４．やや短い □５．短い

□６．その他

（ ） 
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令和５年度 産業廃棄物適正処理に関する環境教育業務 第３回環境学習実施結果 

日時：令和５年 10 月 28 日（土）16：00～17：00 

場所：うるま市前原自治会（前原公民館） 

うるま市前原 229 番地 1 

スタッフ：㈱沖縄環境経済研究所 １名

参加者：２名 

体験学習等の内容 

１．「沖縄県の産業廃棄物の現状と未来」上映 16：05～16：20 

沖縄県環境整備課政策の動画「沖縄県の産業廃棄物の現状と未来」の第１章の上映 

２．質疑応答 16：20～16：25 

動画の内容についての質疑応答を行った。質疑応答内容は以下のとおり。 

（質問） 特になし 

（回答） 特になし 

３．防災の話 16：30～17：00 

気候変動や台風などの防災に関する講習を行い、質疑応答を行った。 
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別紙-案内文 
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動画：沖縄県環境整備課 アンケート実施：沖縄環境経済研究所・応用地質共同企業体

本動画では、youtube 動画を通して産業廃棄物に関する基本的な内容を学ぶことができます。動画については、

youtube チャンネル「沖縄県公式チャンネル」にアップロードされています。 

☆動画ＵＲＬ☆

第１章：廃棄物の処理及び清掃に関する法律について

https://www.youtube.com/watch?v=hFacaS8cIPY 

第２章：産業廃棄物の適正処理について

https://www.youtube.com/watch?v=H015tnCwrXU 

第３章：沖縄県の産業廃棄物の現状と課題

https://www.youtube.com/watch?v=aKo8I64LHvs 

第４章：持続可能な循環型社会形成に向けて

https://www.youtube.com/watch?v=yW1r21oeTYI 
動画の内容の一部

※動画視聴後に google フォームでのアン

ケートへのご協力お願いいたします。

URL ：

https://forms.gle/4Ye22hr8r5ec9yZb9 
QR コード 
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動画「沖縄県の産業廃棄物の現状と未来」アンケート調査 

年  月  日 

◎以下の質問について、該当する回答に✔を入れてください。 

１．あなたについて 

Ｑ1：あなたの性別を教えてください。 

□１．男性 □２．女性

Ｑ2：あなたの年齢を教えてください。 

□１．10 代 □２．20 代 □３．30 代 □４．40 代 □５．50 代 □６．60 代

□７．70 代以上 □８．その他（ ）歳 

Ｑ3：おすまいの市町村名を教えてください。 

市町村名（ ） 

Ｑ4：あなたに該当する所属を教えてください。 

□１．一般県民 □２．市町村職員 □３．廃棄物事業者

□４．その他事業者（排出事業者） □５．その他

（ ） 

２．この動画について 

Ｑ５：この講習会をどこで知りましたか？（複数回答可） 

□１．区民便り等の広報誌 □２．知人に聞いた □３．委託事業者のホームページ

□４．その他（ ）

Ｑ６：動画の内容は解りやすかったですか？ 

１．第１章 廃棄物の処理及び清掃に関する法律について 

□１．とても解りやすい □２．解りやすい □３．ふつう □４．難しい □５．とても難しい

２．第３章 沖縄県の産業廃棄物の現状と課題について 

□１．とても解りやすい □２．解りやすい □３．ふつう □４．難しい □５．とても難しい

３．確認テスト及び解説 

□１．とても解りやすい □２．解りやすい □３．ふつう □４．難しい □５．とても難しい

Ｑ７：動画の内容は興味を持てるものでしたか？ 

□１．とても興味が持てた □２．ある程度興味が持てた □３．ふつう

□４．それ程興味が持てなかった □５．全く興味が持てなかった
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Ｑ９：動画の内容で特に印象に残ったことがあれば教えてください。 

３．全体を通して 

Ｑ１０：その他、ご意見・ご要望がありましたらご記入ください。 

ご協力ありがとうございました！ 

Ｑ８：動画の時間配分は適切でしたか？ 

□１．長い □２．やや長い □３．適切 □４．やや短い □５．短い

□６．その他

（ ） 
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令和５年度 産業廃棄物適正処理に関する環境教育業務 第４回環境学習実施結果 

日時：令和５年 11 月 2 日（金）8：30～15：00 

場所：うるま市立宮森小学校（沖縄県うるま市石川１丁目 46 番地１） 

石川川及び天願川流域 

スタッフ：㈱沖縄環境経済研究所 ２名

沖縄玉水ネットワーク １名 

参加者：64 名（宮森小学校 5 年生の児童、教員） 

体験学習等の内容 

１．石川川での水質調査 9：00～9：45 

水質調査として、5人 1 組のグループに分かれて、水温、透視度、パックテストを利用した pH、

COD、NO3-、NO2-・NH4、りん酸の測定を行い、水生生物の観察を行った。 

２． 天願川での水質調査 10:30～11:20 

石川川と同様に水質調査として、5 人 1 組のグループに分かれて、水温、透視度、パックテストを利

用した pH、COD、NO3-、NO2-・NH4、りん酸の測定を行い、水生生物の観察を行った。 

３． 体育館での動画上映 14：45～15：00 

「沖縄県の産業廃棄物の現状と未来（第１章）」の上映を行った。 

以下、水質調査及び、動画上映の様子（写真） 
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別紙① 

別紙-宮森小学校児童に配布した資料 

うるま市立宮森小学校 5 年生 川の学校 

趣 旨： 5 年生の総合学習（環境学習）において、うるま市の主な河川である石川川と天願川の環境、

水質、水生生物、ごみなどを調べ、地形と流域の感覚を学び比較することで、「ふるさとの河

川」として、人と川の関りを考える契機とする。

学習場所：水質調査・ごみ調査：学校近くの石川川（下流域）と天願川宇堅橋（下流域）

流域の確認：バスにて車内より見学・説明

人 数： 5 年生 2 クラス 62 名程度  2 台貸し切り 

期 日： 令和 5 年 11 月 2 日（木） 

案内者： 

 

【タイムテーブル】 

 8:15 までに集合 

8:45 徒歩にて、宮森小出発 

 9:00 石川川（渡戸目橋）到着 

水 質 調 査 ・水温、透視度（水の濁りぐあい）

パックテスト・ｐH（酸性かアルカリ性か） 

・COD（有機質の汚れ）

・NO3-・NO2-・NH4+（肥料やおしっこなどによる汚れ）

・りん酸（肥料のりん分、植物プランクトンの栄養度）

※5 人 1 組で 1 検体×6 種を検査する。計 30 名＋２名。指導：高平

※残りの 5 名×6 グループ＝30 名で河川周辺のごみを目視でカウントし、グループごとにま

とめる。指導：荒川・池原

※水生生物は、高平が事前に仕掛けたわなを引き上げ、捕獲状況を確認する。

 9:45 学校へ移動（トイレをすます） 

10:00 バスにて出発 

10:30 天願川（新宇堅橋）到着 

石川川と同じように、グループを入れ替えて水質調査等を実施する。

※2 つの川の結果をまとめる。

11:20 宇堅橋出発 

11:45 野鳥の森公園下駐車場 昼食・野鳥の森公園散策・トイレ

12:30 出発 （天願区・山城ダム・高原公園：経由）

14:00 学校到着

14:15  体育館で結果をまとめる

14:45 動画「産業廃棄物動画視聴（第 1 章のみ）」視聴 

15:00 終了

【バス内での学習】 

・往路は水の話、復路はごみの話を各 20 分程度説明する。
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